
議
員　

千
葉
市
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
、
道
路
の
陥
没
や
公
園
遊
具
の
不

具
合
な
ど
、
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
た
市

民
が
、
携
帯
電
話
の
専
用
ア
プ
リ
「
ち
ば

レ
ポ
」
を
通
じ
て
、
行
政
に
通
報
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
た
。
本
村
で
の
考
え

方
を
伺
う
。

副
村
長　

本
年
か
ら
始
め
た
ツ
イ
ッ
タ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、
試
行
的
で
は
あ

る
が
住
民
か
ら
行
政
へ
情
報
提
供
が
で
き

る
。「
ち
ば
レ
ポ
」
は
開
発
、
運
用
経
費

も
高
い
と
聞
く
。
村
は
情
報
収
集
と
研
究

を
進
め
る
。

議
員　

茨
城
県
で
も
「
ち
ば
レ
ポ
」
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
で
あ
る
。
こ
の

通
信
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
村
の
「
ま
ち
づ

く
り
ツ
ー
ル
」
と
し
て
、
県
と
積
極
的
な

連
携
を
図
り
推
進
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
経
費
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
と
思
う
。

考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長　

県
は
、
地
図
型
掲
示
板
を
開

発
中
だ
が
問
題
も
あ
る
。
今
後
検
討
を
図

り
た
い
。

議
員　

先
日
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
開
発
完

了
も
遠
く
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
本

村
で
も
通
信
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
と
い
う

認
識
で
良
い
の
か
。

総
務
部
長　

完
成
し
た
折
に
は
活
用
す
る
。

公
明
党　

植
木　

伸
寿　

議
員

問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
通
信
ア
プ
リ
の
活
用

を
提
案
す
る

答　

県
が
完
成
さ
せ
た
折
に
は
活
用
す
る

第9回全国原子力発電所立地議会サミットに参加！第9回全国原子力発電所立地議会サミットに参加！
　鈴木曻議長ほか９人の議員は、11月18 ～ 19

日東京都の品川プリンスホテルにおいて開催さ

れた、全国原子力発電所立地市町村議会議長会

主催の第9回全国原子力発電所立地議会サミッ

トに参加。立地市町村議会議員、行政、事業所

等からの400人を超える参加者のもと2年に一度

行われる。今回のメインテーマは、「エネルギー

政策と原子力発電～フクシマ復興の諸課題と立

地自治体の振興～」。５つの分科会「福島原発

事故の現状と地域再生」「原子力発電所の安全

対策と防災計画」「エネルギー安全保障と原子

力発電」「高経年化対策と核燃料サイクル」「原

子力発電所立地自治体の地域振興」には２人ず

つに分かれ出席した。

　各議員は、地域住民の代表として、それぞれ

の見地に立って積極的に発言。このサミット

は、合意点や意見の一致をみない点がさまざま

ある。これこそが地域住民の率直な声であり、

これらの意見を対外的に発信していくことが意

義とされている。

一
般
質
問

行政に通報できる千葉市のアプリ
「ちばレポ」
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